
  

 

 

 

 

 

など、自分で自分の生活を振り返り、より具体的に考え

ておくことが重要です。特に、部活動引退後は、一気に生活リズムが変化します。放課後の時間に余裕ができる

からと言って、すぐに勉強をたくさんできるようになるわけではありません。 

また、特に重要なのが、 という習慣です。最初は疲れていたり、勉

強のやる気が起きなかったり、うまくいかないことがたくさんあると思いますが、それでも構いません。極端な

話、 でも構わないわけです。

「帰宅後とりあえず机に向かう」ことを習慣にすることが重要なのです。疲れて帰ってソファーやベッドに寝転

んで、そのまま朝を迎える…というのは、私もこれまで数知れません…笑 自分の体調や意志と関係なく、机に

向かうことが習慣になれば今後の生活がずいぶん楽になります。 
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 運動会や市中総体を目前に控えた今、「100％学習に集中！！」というのは、現実的に難しい人もいるかも
しれません。また、日々の学習や各授業から出る課題など、受験勉強までなかなかたどり着かない人も多い
のではないでしょうか？ 

 学校行事に部活動に学習に…本当に忙しいこの時期を、姫野は「黄金の５・６月」と呼んでおります。（勝

手に 笑）「部活動を引退したら、本格的に受験勉強を始めよう！放課後の時間も余
裕ができるし！！」と思っているそこのあなた。残念ながら、そんなに甘いものではありません。そ

れではなぜ「黄金の５・６月」なのでしょうか？ 
 いざ、受験勉強を始めるにしても、その土台となる部分ができないと、なかなかうまくいきません。夏の
三者面談の折に、これまで担当させていただいた保護者の方からよく聞くお話が… 
 

 個人差はあるにせよ、受験に関して「焦り」や「心配」は全くない！と断言できるお子様はほぼいないも

のです。だからこそ、中学三年生のこの時期「頑張らなきゃいけないのに頑張れない自分」
にストレスを感じるお子様も多いのが現実です。 

 そこで登場するのが「黄金の 5・6月」。この時期に、土台となる「生活リズム」や「自分
に合う学習方法」を確立しておくことが、受験に向けてよいスタートを切る非常
に重要な要素となります。逆を言えば、「受験生」だからと言って、今の時期に完璧な受験勉強ができて

いる人はごく少数であるともいえます。 
「黄金の 5・6 月」とは、この時期の「受験勉強を充実させる準備」が、今後を左右する非常に重要なもの
であるという意味です。以下に、これまでの経験上「こうしたほうがいい」「こういう準備をしてほしい」と
いう内容を掲載します。全てはうまくいかないかもしれませんが、ご家庭でも話題にしていただけると幸い
です。 
 


